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Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 素案
そあん

 

 

【表 題
ひょうだい

】 「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）策 定
さくてい

の法定化
ほうていか

 

【結 論
けつろん

】 

○ 国
くに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で

必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

を計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

するため本 法
ほんほう

実施
じっし

年
とし

を起点
きてん

として、

前半期
ぜんはんき

計 画
けいかく

と後
あと

半期
はんき

計 画
けいかく

からなる「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）を策 定
さくてい

するものとする。策 定
さくてい

に当
あ

たっては、とくに下記
か き

の点
てん

に留 意
りゅうい

す

ることが必 要
ひつよう

である。 

・ 長 期
ちょうき

に入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

している障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

のための地域
ちいき

における

住
す

まいの確保
かくほ

、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、支援
しえん

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

等
とう

の社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

は、

緊 急
きんきゅう

かつ重 点 的
じゅうてんてき

に行
おこな

われなければならないこと。 

・ 重 度
じゅうど

の障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するための長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

を提
てい

供
きょう

する

社 会
しゃかい

資源
しげん

を都市部
と し ぶ

のみならず農村部
のうそんぶ

においても重 点 的
じゅうてんてき

に整備
せいび

し、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がないためにサービス
さ ー び す

が受
う

けられないといった状 況
じょうきょう

をなくすべきで

あること。 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるショートステイ
し ょ ー と す て い

・レスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を

提 供
ていきょう

できる事 業 所
じぎょうしょ

や人 材
じんざい

が不足
ふそく

している現 状
げんじょう

を改
あらた

めること。 

○ 都道府県
とどうふけん

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

は、国
くに

の定
さだ

める「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）に基
もと

づき、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

において、地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

を整備
せいび

する数値
すうち

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

するものとする。 

○ 数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

は、入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

・グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

入 居 者
にゅうきょしゃ

等
とう

の

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

に基
もと

づかなければならない。この調 査
ちょうさ

においては、入 所
にゅうしょ

・

入 院
にゅういん

の理由
りゆう

や退
たい

所
しょ

・退 院
たいいん

する際
さい

の阻害
そがい

要 因
よういん

、施設
しせつ

に求
もと

める機能
きのう

につい

て、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

への聴
き

き取
と

りを行
おこな

わなければならない。 

 

 ＊地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

するための住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

の施策
しさく

についてはⅢを参 照
さんしょう

のこ

と。 
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【説 明
せつめい

】 

 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、それを提 供
ていきょう

するマンパワ
ま ん ぱ わ

ーなくして成 立
せいりつ

しない。福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

には様 々
さまざま

なものがあるが、地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な

支援
しえん

を行
おこな

う事 業 所
じぎょうしょ

と人 材
じんざい

は、いまもって不足
ふそく

している。 

とくに、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するうえで、現 行
げんこう

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

などを担
にな

う事 業 所
じぎょうしょ

と人 材
じんざい

は、大都市部
だいとしぶ

も含
ふく

め全 般 的
ぜんぱんてき

に不足
ふそく

しており、

農村部
のうそんぶ

にはほとんどないといった状 況
じょうきょう

が存 在
そんざい

することは、このたびの

東 日 本
ひがしにほん

大 震 災
だいしんさい

の被災地
ひさいち

の状 況
じょうきょう

を見
み

ても明
あき

らかである。しかしこれでは、

どこで、だれと住
す

むかといったきわめて基本的
きほんてき

な権利
けんり

さえ実 現
じつげん

できない。 

また、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える上
うえ

で、ショートステイ
し ょ ー と す て い

やレスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の充
みつる

実
じつ

は欠
か

かすことができない要素
ようそ

である。 

例
たと

えば、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

で暮
く

らす障 害 者
しょうがいしゃ

が調 子
ちょうし

を崩
くず

した

り、家族
かぞく

との関 係
かんけい

が一時的
いちじてき

に悪化
あっか

したときなどに、生 活
せいかつ

を立
た

て直
なお

す支援
しえん

と

してのショートステイ
し ょ ー と す て い

がすぐ使
つか

えることは、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

のうえで欠
か

か

すことができない。 同 様
どうよう

に、障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が家族
かぞく

と同 居
どうきょ

する場合
ばあい

、家族
かぞく

ケア
け あ

の観 点
かんてん

からの障 害 児 者
しょうがいじしゃ

家族
かぞく

の精 神 的
せいしんてき

、物理的
ぶつりてき

な休 養
きゅうよう

を目 的
もくてき

とした

レスパイトケア
れ す ぱ い と け あ

の充 実
じゅうじつ

も求
もと

められる。 

しかしながら、必 要
ひつよう

なときにいつでも使
つか

えるショートステイ
し ょ ー と す て い

やレスパイト
れ す ぱ い と

支援
しえん

を提
てい

供
きょう

するサービス
さ ー び す

事 業 体
じぎょうたい

は少
すく

なく、法 的
ほうてき

な制 約
せいやく

もあり、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を提 供
ていきょう

できる介 助 者
かいじょしゃ

も非 常
ひじょう

に不足
ふそく

しているのが現 状
げんじょう

であり、これら

にかかわる社 会
しゃかい

資源
しげん

の拡 大
かくだい

が急 務
きゅうむ

である。 

 そこで、国
くに

は、必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

を確保
かくほ

したうえで、上 記
じょうき

にかかる社 会
しゃかい

資源
しげん

を

早 急
さっきゅう

に確保
かくほ

すべきである。 

さらに、長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

や入 院
にゅういん

を余儀
よ ぎ

なくされ、そのために住 居
じゅうきょ

を失
うしな

うもし

くは家族
かぞく

と疎遠
そえん

になり、住
す

む場
ば

がない人
ひと

に対
たい

する住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

のための施策
しさく

は

極
きわ

めて重 要
じゅうよう

であり、大規模化
だいきぼか

、多棟化
たとうか

しないよう配 慮
はいりょ

しつつグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

を始
はじ

め、家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

の整備
せいび

は、緊 急
きんきゅう

の改 題
かいだい

である。 

施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

は、全
すべ

てが真
まこと

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

の必 要
ひつよう

な者
もの

とは言
い

えない。障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

で、単 純
たんじゅん

に施設
しせつ

待機者数
たいきしゃすう

を施設
しせつ

設置
せっち

の根 拠
こんきょ

とすることは妥当
だとう
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ではない。待機者
たいきしゃ

は、さまざまな福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の待機者
たいきしゃ

であるとの視点
してん

に

立
た

ち、具体的
ぐたいてき

な地域
ちいき

基盤
きばん

の整備
せいび

を進
すす

めることが必 要
ひつよう

である。また再 入 所
さいにゅうしょ

・

再 入 院
さいにゅういん

についても、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の問 題
もんだい

としてのみ捉
とら

えるのではなく、

地域
ちいき

支援
しえん

の不足
ふそく

・不備
ふ び

からくるものとして検 証
けんしょう

し、再
ふたた

び地域
ちいき

移行
いこう

にむけて支援
しえん

を行
おこな

うことが必 要
ひつよう

である。 

 これらを行
おこな

うためには、入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

が不可欠
ふかけつ

である。

なぜ入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

に至
いた

ったのか、入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

の希望
きぼう

は何
なに

か、どのよ

うな退 所
たいしょ

・退 院
たいいん

阻害
そがい

要 因
よういん

があるのかを、分 析
ぶんせき

することを国
くに

主 導
しゅどう

で行
おこな

う

べきである。なお、定 員
ていいん

が一
いち

定 数
ていすう

を超
こ

える大規模
だいきぼ

なグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

につい

ても、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

同 様
どうよう

に入
いり

居 者
きょしゃ

への聴
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

の対 象
たいしょう

に含
ふく

め

るべきである。全 国 的
ぜんこくてき

な把握
はあく

、地域性
ちいきせい

の把握
はあく

が、地域
ちいき

支援
しえん

のあり方
かた

に関
かか

わ

る貴 重
きちょう

なデータ
で ー た

であり、地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた取
と

り組
く

みの根 拠
こんきょ

となる。 

以 上
いじょう

に基
もと

づき、国
くに

は、地域
ちいき

における障 害 者 向
しょうがいしゃむ

けの住 宅
じゅうたく

、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、

訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

等
とう

を新
あら

たに大規模
だいきぼ

に提
てい

供
きょう

することを目 標
もくひょう

にした「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）を策 定
さくてい

すべきである。この際
さい

、設 定
せってい

され

る数値
すうち

目 標
もくひょう

は、今後
こんご

行
おこな

われる入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への調 査
ちょうさ

の結果
けっか

等
とう

に基
もと

づい

て設 定
せってい

することとする。 

また、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

はこの「10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」に基
もと

づ

いた数値
すうち

目 標
もくひょう

の設 定
せってい

を行
おこな

うべきである。地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

等
とう

で掲
かか

げられた地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

目 標
もくひょう

数値
すうち

に関
かん

しては、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

整備
せいび

の

目 標
もくひょう

数値
すうち

とともに一 定
いってい

の達 成
たっせい

義務
ぎ む

は必 要
ひつよう

だが、施設
しせつ

や病 院
びょういん

から住
す

まいを

移行
いこう

しただけで終
おわ

るものではないため、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

実 態
じったい

の把握
はあく

や支援
しえん

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

を移行後
いこうご

も行
おこ

なうべきである。 

 

【表 題
ひょうだい

】障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

【結 論
けつろん

】 

○ 本 法
ほんほう

の支援
しえん

資源
しげん

を 総 合 的
そうごうてき

・ 計 画 的
けいかくてき

に整備
せいび

するため、 市 町 村
しちょうそん

は

市 町 村
しちょうそん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を、都道府県
とどうふけん

は都道府県
とどうふけん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

し、

国
くに

はその基本
きほん

方 針
ほうしん

と整備
せいび

計 画
けいかく

を示
しめ

す。 
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○ 国
くに

が定
さだ

める障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

のための第
だい

1期
き

の整備
せいび

計 画
けいかく

は、「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」の前半期
ぜんはんき

の整備
せいび

計 画
けいかく

をもって充
あ

てる。 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、その策 定
さくてい

過程
かてい

と評 価
ひょうか

・見直
みなお

し過程
かてい

で、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

、

障 害 者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、その他
た

の市民
しみん

が参加
さんか

する「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」

の十 分
じゅうぶん

な関与
かんよ

を確保
かくほ

する。とくに知的
ちてき

障 害
しょうがい

・精 神
せいしん

障 害
しょうがい

やこれまで制度
せいど

の

谷間
たにま

におかれてきた障 害 者
しょうがいしゃ

・難 病
なんびょう

などの当事者
とうじしゃ

の参加
さんか

が求
もと

められる。 

○ 基本
きほん

方 針
ほうしん

および障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

・評 価
ひょうか

は、客 観 的
きゃくかんてき

な 調 査
ちょうさ

データ
で ー た

を踏
ふ

まえて行
おこ

なう。とりわけ地域
ちいき

社 会
しゃかい

での日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

の実 態
じったい

を障 害
しょうがい

のない市民
しみん

のそれとの比較
ひかく

したデータ
で ー た

を重 視
じゅうし

する。 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は１期
き

５年
ねん

とする。 

○ 国
くに

、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

は障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の実施
じっし

に必 要
ひつよう

な予算
よさん

措置
そ ち

を講
こう

じる。 

【説 明
せつめい

】 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は、支援
しえん

資源
しげん

の計 画 的
けいかくてき

整備
せいび

、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

・関 係 者
かんけいしゃ

・行 政
ぎょうせい

の協 議
きょうぎ

と相互
そうご

理解
りかい

の形 成
けいせい

、一 般
いっぱん

市民
しみん

や議会
ぎかい

が障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

について理解
りかい

す

る手 段
しゅだん

、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

などデータ
で ー た

収 集
しゅうしゅう

の契機
けいき

、など多様
たよう

なメリット
め り っ と

があり、

新 法
しんぽう

でも継 続
けいぞく

発 展
はってん

させるべきである。 

ただし十 分
じゅうぶん

な当事者
とうじしゃ

参加
さんか

がなく、参加
さんか

する障 害 者
しょうがいしゃ

の障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

が限 定
げんてい

されていること、国
くに

の目 標
もくひょう

を人口比
じんこうひ

で当
あ

てはめた計 画
けいかく

が多
おお

いこと、策定後
さくていご

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

評 価
ひょうか

とその評 価
ひょうか

をふまえた改 善
かいぜん

・修 正
しゅうせい

という面
めん

が弱
よわ

いこと、

などの課題
かだい

が指摘
してき

されてきた。これらの克 服
こくふく

が必 要
ひつよう

とされる。 

また、障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

が１０年
ねん

計 画
けいかく

であり、前 半
ぜんはん

・後 半
こうはん

に分
わ

けて数値
すうち

目 標
もくひょう

をふくめた「重 点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

５カ年
かねん

計 画
けいかく

」を定
さだ

め、進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

を毎 年
まいとし

報 告
ほうこく

することが定 着
ていちゃく

してきた。その中 心
ちゅうしん

分野
ぶんや

である「福祉
ふくし

」が障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の下
した

では３年
ねん

計 画
けいかく

（数値
すうち

目 標
もくひょう

の基本
きほん

設 定
せってい

は６年 間
ねんかん

）の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

となっているのは、介護
かいご

保険
ほけん

との統 合
とうごう

をめざした結果
けっか

である。障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の総 合 的
そうごうてき

・計 画 的
けいかくてき

推 進
すいしん

の観 点
かんてん

から、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

は１期
き

５年
ねん

と

し、障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計 画
けいかく

の「重 点
じゅうてん

施策
しさく

実施
じっし

５カ年
かねん

計 画
けいかく

」と一致
いっち

させるべきで

ある。 
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なお、「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」の名 称
めいしょう

については、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づく

「障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

」、地域
ちいき

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく「地域
ちいき

福祉
ふくし

計 画
けいかく

」など類似
るいじ

計 画
けいかく

が

あるので、「障 害
しょうがい

」分野
ぶんや

の「福祉
ふくし

」領 域
りょういき

の計 画
けいかく

であることを単 純
たんじゅん

明 快
めいかい

に示
しめ

す名 称
めいしょう

としては現 行
げんこう

のままがよい。 

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

【結 論
けつろん

】 

○ 地域
ちいき

における既存
きそん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を有機的
ゆうきてき

に連 携
れんけい

させ、地域
ちいき

全 体
ぜんたい

にかか

る課題
かだい

を検 討
けんとう

して地域
ちいき

社 会
しゃかい

の支援
しえん

体 制
たいせい

をより充 実
じゅうじつ

させる仕組
し く

みとし

て、市 町 村
しちょうそん

（ないし圏 域
けんいき

）および都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で、障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその

関 係 者
かんけいしゃ

の参 画
さんかく

を前 提
ぜんてい

とした地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を法 定
ほうてい

機関
きかん

とし

て設置
せっち

する。 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、その地域
ちいき

における 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の 現 状
げんじょう

と

課題
かだい

を検 討
けんとう

し、改 善
かいぜん

方 策
ほうさく

や必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じるための具体的
ぐたいてき

な

協 議
きょうぎ

の場
ば

とするほか、市 町 村
しちょうそん

又
また

は都道府県
とどうふけん

における障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

す

る福祉
ふくし

計 画
けいかく

策 定
さくてい

に意見
いけん

を述
の

べるものとする。 

○ とくに、都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、 上 記
じょうき

のほか、

広 域 的
こういきてき

・専 門 的
せんもんてき

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と助 言
じょげん

や市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

策 定
さくてい

の支援
しえん

機能
きのう

を果
は

たすものとする。 

○ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

にわたる途切
と ぎ

れない支援
しえん

体 制
たいせい

が整備
せいび

されるよう、地域
ちいき

における様 々
さまざま

な社 会
しゃかい

資源
しげん

と連 携
れんけい

するものとす

る。 

【説 明
せつめい

】 

現 行
げんこう

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

についての評 価
ひょうか

はさまざまであるが、その地域
ちいき

に

おける解 決
かいけつ

困 難
こんなん

な課題
かだい

に焦 点 化
しょうてんか

して関 係 者
かんけいしゃ

が議論
ぎろん

をし、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が

実 現
じつげん

可能
かのう

となるための 各 種
かくしゅ

社 会
しゃかい

資源
しげん

の 連 携
れんけい

や支援
しえん

の 新
あら

たな 開 発
かいはつ

の

役 割
やくわり

をはたすこと、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

へとつなげる役 割
やくわり

を果
は

たすことなどが

新
あたら

しい地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に期待
きたい

される。 

さらに地域
ちいき

生 活
せいかつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

、例
たと

えば、要保護
ようほご

児童
じどう
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対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

、 高 齢 者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

ネットワーク
ね っ と わ ー く

、 特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

連 携 協
れんけいきょう

議会
ぎかい

等
とう

を有機的
ゆうきてき

に連 携
れんけい

し、より良
よ

い地域
ちいき

づくりの核
かく

として機能
きのう

す

るようにするためには、以 上
いじょう

のような機能
きのう

を有
ゆう

するものとして、法定化
ほうていか

する

ことが必 要
ひつよう

である。 


